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酸化的ならびに還元的条件下の土壌中における

各種土壌微生物群の挙動
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富な畑状態においては好気性微生物の活動が活発化

Ⅰ 緒 呂 するものと考える｡

自然培地 としての土壌中には多くの微生物が生存 本研究においては一般施肥栽培凹と無施肥栽培出

し自然界における物質の移動循環や成分の形態変化 の土壌 について,これをそれぞれ水出と畑地の状態

に関与 している｡ に保ち経時的にその酸化還元電位の変動と微生物の

これら土壌中の微生物の活動は土壌型や土壌構造, あらわれかたを検 した｡ 

反応性 ,温度,水分その他肥料 ,農薬の添加によっ

て著 しく影響 を受ける｡ 
Ⅲ 実験方法とその結果

-一般 に湛水状態における水ttlでは酸素不足のため 本実験 には滋賀県栗東町における長期無肥栽培田 

微生物の多くは嫌気的射 言動を営み,酸素供給の豊 (無肥田) と隣接する慣行施肥田 (有肥田)の作土 
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層の土壌 を風乾編別 (<2mm)して供試土壌とした｡ 

第 1号 (
 

い,40日間2
5

3 )0819

-2℃のもとに静還 し,一定期間毎に

各有肥区と無肥区における水田状態と畑状態の上層

8

lはその土壌の一般的特性である｡leTba

5cm0-5 )と ド層部 -1 )の土壌につき 

mv)を測定 し,同時に硫酸還元菌,脱窒菌,一

cm( 0(1部有肥田と無肥田の紳士はそのままそれぞれ,各5

宛 を 1 0アール磁製ホットにみたして,有肥
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土壌区と撫肥土壌区を設定 した｡この各区につき湛 般嫌気性菌 (H L嫌気性菌)を検定 した｡また有肥

E

田区の一部について糸状菌,一般好気性菌,放線菌 

(以 f好気性菌)の検定をおこなった｡ -.

水した水田状態と容水量の6%水分量を保有させた
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即 ち硫酸還元菌は乳酸ソーダ培地を,脱窒菌には 

VL寒天培地 を,また一般嫌気性菌には肉汁寒天培 u 考 察

本研究においては･一般肥料施用H (有肥田)と長2)･地によるペ トリ皿応用簡易法を適用した 1 '｡ また

糸状菌にはアスパラギン酸寒天を,放線菌には 期無肥料栽培出 (無肥酢 の土壌についてそれぞれ-Cza

これを湛水下においた場合 (水田状態)と容水量のpeん培地 を,一般好気性菌には一一一･般肉汁寒天培養法

60%の水分量を保持せしめた場合 

に従った｡ ける土壌の酸化還元電位 (Eh,mv)と土壌中におけ

によった｡これらの蘭数の測定はすべて希釈平板法 (畑地状態)にお

Hpまた 値の測定にはガラス電極 を用い,酸化還元

電位 (Ehmv) には白金電極法によった｡Eh値はそ

る微生物の動態を40日間にわたって検 した｡ 

I]hEは有肥 L と無肥田において,水田状態と畑地状

態のいずれの場合も実験開始後 10日目ヒ頁まで比較的)(300mvを控除 し

た数値 を表示 した｡ 高い値 を持続するがそれ以後は一一一･舵に低 Fの傾向を

の測定電圧から比較電極特有の数 

Hpg.leTba

)

2,Fi 1は水田と畑状態土壌の とE

の経日数的変化で, 

(mh 示 した｡ しかして水田と畑状態につし､ては全般的に

3leTba ,Fig2および3と, g.l2e
Tba
(
前者は後者に比 して低い値 を示 した｡ とFi

1参照)｡二の現象は土壌中の酸素は微生物の繁殖にTba e4は同じく土壌中における微生物の動態を示
したものである｡ ともをい 一部奪われるが水田状態においては土壌へ

v

l
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おいては下層部と表層部のEhの差 が水川状態におけ 関 して, -凍射二炭素質物,有効養分 その他微生物基

るほど顕 斧を差は認められ意かつた. 質が豊富 に存在す る有肥田土壌 における水田状態お

か くしてEhに関 して,水凹状態では湛 水によって よび畑地状態 と無肥出土壌のそれぞれの状態 におけ

土壌への酸素の供給が少なく土壌 は還元的条件 Fに る微生物数 を比較 して見ると 

おかれるが畑地状態の場合には水門状態 に較べて酸 された傾向にあった｡

l3ebTa とFig2に示

素の供給は豊富 にして土壌 は酸化傾向 下の状態 にあ

るもの と考えられるっ このように土壌Ehは常に一定

の ものではな く,無機成分の形態 ･有機物の存在な

どによってそのあらわれ方に相違 を示すが土壌管理

特 に水分の存在がその酸化還元機構 に影響するとこ

ろが極めて大である｡

しかして有肥田,無肥田の土壌 についてこれを水

団状態 にす ると畑状態 におけるよりEhの下降 により

脱窒菌,硫酸還元菌その他の一般嫌気性菌の出現が

多くまた一一般 に表層部 より下層部において多くあら

われた｡ 二の傾向は脱窒菌, その他一般の嫌気性菌

に比較 して硫酸還元菌において拝 に顕著 に認め られ
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嫌気性菌にくらべて嫌気性が強く,特に水田土壌中

で硫酸を還元 してHzSの生成に関与する有力を微生

物で特にEhの低 卜の甚だしい水田,特に表層より下

層土において著しく増殖するものと考える｡1)

iolliovflsu や, 

の如き生理的絶対嫌気性菌 
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以上は有肥区と撫肥区土壌についてそれぞれ水田 数の嫌気性菌の大部分は条件的嫌気性菌 
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を比較 したのであるが,さらに有肥区土壌につき水 とであらわれるものと考えられた｡

した場合における , 近年S Ma kadG. Wa 3恨 C 

Wh の現地における自然の試験区につき と 

Ac my の出現頻度は高く,特にP

と田と畑状態に20Ej間 

cesinolcA my

CeinolcF iung

と他の一般好気性菌の出現状態を検 し

を除きA 仇y Sと--一般好気性菌 llumiienc とた結果, 

は表層部に多くあらわれるが下層部において少ない｡ 

ionl tucua｡lTba( e4参照) le3)の20日間培

ll
iperg


tcoun

Tba

itacera)'
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As i属が優勢であることを認めた.

これを前掲 ( 土壌中における微生物の種別やそのF/

養において出現 したAn cb の 数

5)すると とAc

水田より畑地状態の土壌中に多く一般好気性菌は畑 の理化学的性質などに関係する｡ 特に水田における

地よりむしろ水酬 大態における土壌において優勢に 藻類その他根圏における遊離窒素固定微生物の検索

あらわれたD これは恐らく水凹土壌中に存在する多 は水田の地力に関し興味ある問題と考える｡

は土壌中の水分のはか作物,肥料,温度,委節等に

と対比 leTba( ycesinoml は よって影響 され,これがまた土壌質物の変化や土壌
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Ⅳ 要 約 2) 一般に有肥土壌は無肥土壌に此 して畑状態, 

1) 畑地状態と水[別大態における土壌の Ehの変 水出状態ともに土壌中微生物の数は豊富である｡

) また有肥田,無肥田のいずれの土壌において化と微生物の変動を 2種の上旗について検 した｡ 
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柘植･松本 :酸化的ならびに還元的条件下の土壌中における各種土壌微生物群の挙動 

もその水L馴大態は畑状態にくらべて Eh値は一般に

75

6) 水凹土壌中に多く存在する一般の嫌気性細菌

低い｡ なお 水田,畑状態ともに ド層上の Ehは表層 の大部分は条件的嫌気性紬 箸で酸素のあるところで

好気性菌をみの生活を営みうる細菌であることがみ

おけるより水田状態において顕著にみとめられた｡ 

)4 かくして水田は酸素の欠乏 した還元的条件 卜 畑地におけるよりむしろ水閏状態の土壌中に多く存

にあるが畑状態の上境はノ J出にくらベ L 在するものと考える｡く -T酸素の豊富

を酸化的傾向 Fにあるものと考える｡ ycesinom
l
) Fu とAc は水田よりも酸化傾向

5) 土壌 を水酬 犬態にすると畑状態におけるより Fにある畑地に多く見出された O

ing

殖が顕著に認められる｡ この傾向は上層部より下層 引 用 文 献 

7

部において著 しい ｡ 特に硫酸還元菌は脱窒菌や他の 1) 宮地憲二 :応用蘭学(下),岩波 ( (1971) 

一般嫌気性菌に比 してその嫌気性が強 く土壌の ド層 (2)柘植則久 ･松本貞義 :本誌 ,12(1978J 

部 Ehの低下部位において顕著に増殖することが認 icenceigne..nitrynu.L3) SMa kadGHWa rSolS

められた｡ 125,6,343 (1978) 

(昭和 5年 11月10日受理 )


